小学生防煙教育スライド説明文（2018）


【スライド１】　（タイトルスライド）
こんにちは。学校医の○○です。
今日は、ちょっとしたことから始まる喫煙を、絶対しないようにしようということを判ってもらうために、タバコについてのお話をしたいと思います。
皆さんがタバコを吸ってはいけないと法律で決められていることを知っていますか。 

【スライド２】
今からクイズをしますので、この絵がでたら手をあげてください。

【スライド３】
それでは、練習です。
これまで、親や先生からたばこのお話を聞いたことがありますか？
ある人は手をあげて下さい。

【スライド４】
これからクイズをします。
正しいと思うところで手をあげてください

【スライド５】
それでは、第１問
　たばこのけむりには、体に悪いものがどれだけ入っているでしょうか？

【スライド６】
何番だとおもいますか？
　①番　２種類　　　　②番　２０種類　　　　③番　２００種類
正解は（クリックする）２００種類です。

【スライド７】
タバコの煙には２００種類以上の身体に有害な化学物質が含まれているので、タバコは毒の缶詰と呼ぶ人もいます。
タバコの成分は粒子成分とガス成分に分けられます。その中で代表的な有害成分はニコチンとタールと一酸化炭素です。
（クリックする）
よく覚えておきましょう。タバコは毒の缶詰です。

【スライド８】
第２問です。　日本で、１年間に、たばこで病気になって死ぬ人は、何人でしょうか？

【スライド９】
何番だとおもいますか？
1 番　約1,300人　　　②番　約１万3000人　　　③番　約１３万人
[bookmark: _GoBack]正解は（クリックする）約１３万人です。

【スライド１０】
クイズはちょっとおやすみです。
さて、次はタバコを吸えば肺がどうなるかの実験です。

【スライド１１】・・「動画」
これは、ハムッチという人形にタバコの煙を吸わせたものです。
白かった肺が煙で茶色になって行く様子をよく見て下さいね。

　注（講師の方へ）：このスライド11は動画です。同フォルダーにあるソフト（はむっちたばこの煙）を本パワーポイントと一緒のフォルダーに置くことにより動画が作成されます。パワーポイントだけでは、動画は作成されませんのでご注意ください。

【スライド１２】
タバコを吸う人の肺はタールで真っ黒になります。

【スライド１３】
それでは、そんなタバコを吸うとどんな病気になるか、皆さんは知っていますか？
知っている人は手をあげてください。（クリックする）（発言させる）

【スライド１４】
これは、亡くなった人の肺の写真です。
タバコを吸わない人と、タバコを吸う人の肺を比べてみると、（左の）タバコを吸わない人の肺は、きれいな赤い色をしていますが、（右の）タバコを吸う人の肺は真っ黒で、（矢印の所に）ここに癌ができています。
タバコの中には、タールという物質が含まれています。タールの中にはたくさんの発癌物質が含まれています。
発ガン物質というのは身体にとりこまれるとがんができる怖い物質のことです。 

【スライド１５】
タバコを吸う人の肺は、タバコのタールで汚れて、そして壊れていきます。
肺は顕微鏡でみると、たくさんの小さな部屋でできていますが、その部屋がどんどん壊れていきます。
右の２つは、1日１０本、５０年間吸ったひと、１日６０本、５５年間吸った人の肺の写真です。
【スライド１６】
タバコを吸い続けると、肺がんだけではなく、肺がどんどん壊れて行って肺がぼろぼろになる病気にもなります。その病気になると、咳や痰で苦しい思いをするし、
（クリックする）
ひどい時はずっと酸素ボンベを持ち歩かないといけなくなります。
（クリックする）
とても不便な思いをします。治療費も大変です。

【スライド１７】
タバコを吸うと血管（動脈）が詰まりやすくなります。 
心臓の血管（動脈）が詰まるのが心筋梗塞で心臓が動かなくなります。 
脳の血管（動脈）が詰まるのが脳梗塞で脳が働かなくなります。うまく話せなかったり、手足に力が入らなくなったり、しびれたりします。 ひどいと命を落としてしまいます。 

【スライド１８】
うさぎさんの耳を台に固定して、うさぎさんの血管を観察してみました。
うさぎさんにタバコを吸わせてみました。すると、血管が縮まり、血液が流れなくなりました。これもニコチンの働きで、血管を収縮し、血液が流れなくなったのが観察できました。

【スライド１９】
ここでまたクイズです。
身体に悪いのにどうしてタバコをすう人がいるのでしょう？

【スライド２０】
また手をあげてくださいね。
１番：かっこいいから、２番：元気が出るから、３：番やめられなくなってしまったから
さて正解は（クリックする）
３番のやめられなくなってしまったからです。

【スライド２１】
タバコには麻薬と同じような働きがあります。
麻薬、覚せい剤といったクスリは脳に働いて、そのクスリがないと苦しくなるような状態にします。これを中毒といいます。
こうしたクスリを使わないひとはクスリがなくても平気ですが、こうしたクスリを一度使うとやめられなくなってしまうのです。
（クリックする）
タバコがやめられないのは中毒になったからです。

【スライド２２】
それではまたクイズです。
一箱４４０円のタバコを毎日１箱吸うと、１年間にどれくらい、お金を使うでしょう？

【スライド２３】
①番　 １０万円くらい 　②番　 １５万円くらい　③番　 ２０万円くらい
正解は・・・（クリックする）　２番です。

【スライド２４】
約１６万円！！　家族で旅行に行けます！ 

【スライド２５】
第６問です。 
　タバコはお腹の赤ちゃんに悪い影響を与えるでしょうか。 
　悪くないと思う人は手を挙げて下さい。 
　悪いと思う人は手を挙げて下さい。

【スライド２６】
日本人でタバコを吸う人は、だんだん減ってきていますが
タバコを吸う若い女性が、増えてきています。 
タバコを吸う友達から勧められたり何となく吸い始めたりしているようです。
タバコの広告を見るとスカッとするようなイメージですね。それを見て吸う人もいます。
そうすると、お腹の赤ちゃんにも悪い影響を及ぼします。 
絶対吸わないようにして下さい。

【スライド２７】
お腹の中の赤ちゃんも「お母さん、お願いだからタバコを吸わせないで。」と言っています。

【スライド２８】
お母さんが、お腹に赤ちゃんがいる時にタバコを吸うと、未熟児、小さな赤ちゃんが産まれやすくなります。
そして、赤ちゃんが知らず知らずの間に死んでいる時があります。
これは、乳幼児突然死症候群という恐ろしい病気ですけれども、気が付いたら赤ちゃんが死んでいたということが、ごくまれにあります。
これもお母さんの喫煙と関係があります。
この他にも、お母さんがタバコを吸ったせいで、子どもが喘息になったり、身長が伸びなくなったり、勉強の集中力がなくなったり、虫歯が増えたりします。

【スライド２９】
タバコをすうとかっこいいと思っている人がいます。本当にかっこいいか見てみましょう。

【スライド３０】
このポスターの下の方には英語が書いてあって、どうしてこんなに美しい人が、たばこを吸うと醜い顔になるんだろうということが書いてあると思います。
たばこを吸う前の左側の顔に比べて、吸った後の右側は、顔がしわくちゃ、髪もボサボサで、表情も冴えませんね。近くに寄ってみたらきっと皮膚はがさがさ、目とか歯は黄ばんで息もたばこ臭いと思います。
こういう表情をしている人を「たばこフェイス」とか「たばこ顔」と呼んでいるようです。

【スライド３１】
問題です。 
この２人の写真はどのような関係の人でしょうか。 
（クリック） 
答えは４番です。 
イギリステレビ局が報道した記事の写真です。 
喫煙するのと喫煙しないのでは、このような目に見える変化が起こってくるとされています。
（注）講師の方へ：この写真は双子がメーキャップして作った将来予想です

【スライド３２】
タバコをすうとどんなことになるか、まとめました。
まず、しわが増える。
顔にシミがおおくなる。
鼻毛がのびる。
息が臭くなる。
唇が黒くなる。
歯ぐきがはれて血が出やすくなる。
咳も出ます。
カッコワルいですね。

【スライド３３】
タバコをすうと歯や口の中はどうなるでしょうか？
ちょっと見てみましょう。

【スライド３４】
タバコをすう人の歯にはタールがしみついて、歯ぐきが黒くはれて歯周病になります。
タバコをすわないでいると、歯ぐきも歯もきれいになります。

【スライド３５】
また質問です？
たばこを吸い始めた年齢と肺がんになりやすさって関係あるでしょうか？ 
正しいと思うところで手をあげてください。
１．早く吸いはじめたひとほど肺がんになりやすい。
２．遅く吸いはじめたひとほど肺がんになりやすい。
３．吸いはじめた年齢と関係ない。


【スライド３６】
正解に入る前にアメリカのブライアン・カーティスさんに起こったことをお知らせします。
カーティスさんはフロリダにすむ３３歳の男の人で奥さんと子供が１人います。

【スライド３７】
（クリックをゆっくり３回する）
まえの写真をとってから２ヶ月後、ブライアン・カーティスさんは、肺がんで亡くなりました。 
この写真は奥さんたちがこれ以上ブライアン・カーティスさんのようにタバコのために早死にする人がいなくなるようにというご希望で公開されました。 

【スライド３８】
正解はタバコを吸いはじめた年が早ければ早いほどがんになりやすい！です。
皆さんもブライアンさんのように早死にしたくなければタバコを吸わないようにしましょう。
下の図は６０歳になった時の肺がんになる割合が１５歳より早く吸い始めたたひとはすわない人に較べて３０倍も肺がんになりやすいことを示しています。

【スライド３９】
それでは最後の質問です。
タバコをすう人の家族はぐあいが悪くならないのかな？
手を挙げて答えてください。
１番、なる　　　２番、ならない

【スライド４０】
1.　家族にタバコを吸う人がいる３歳の子供がぜんそく様きかんし炎になる割合はお父さんが吸う人で１．８倍
　　おかあさんが吸う人だとほぼ３倍多い事がわかっています。
2.　お父さんがタバコを吸う場合、お母さんはお父さんがタバコを吸わない場合に較べ　
　　て、１．９１倍　肺がんになりやすいこともわかっています。
（クリックする）
タバコは家族も病気にします。

【スライド４１】
分煙・受動喫煙という言葉を聞いたことがありますか？ 

【スライド４２】
タバコの煙には２種類あります。
それは、タバコを吸い込む煙と、タバコの先から立ち上る煙です。
タバコを吸い込む煙、これを主流煙と言います。
そして、タバコの先から立ち上る煙、これを副流煙と言います。
タバコを吸う人の周りにいる人がすう煙が副流煙ですね。
この副流煙の方がより高い毒が入っています。
タバコの有害物質は、ニコチンとタールと一酸化炭素でしたけれども、主流煙と比べたら、副流煙の方がニコチンは２．８倍、タールは３．４倍、一酸化炭素は４．７倍と、
それぞれこちらの方がより毒が強いことが分かります。

【スライド４３】
これは、タバコを吸う人の手と、タバコは吸わないけれども他の人がタバコを吸ったために、血液の流れが悪くなったのを見た写真です。
黄色い所、赤い所が、暖かい所です。
青い所は、冷たい所です。
（左の写真では）タバコを吸うと、手の血液の流れが悪くなって、手が冷たくなっていくのが分かります。
右の写真では、自分はタバコを吸わないのに、周りの人がタバコを吸ったがために、このように手の血液の流れが悪くなっています。
タバコを吸う人だけではなくて、タバコを吸わないのに、周りの人がタバコを吸うことによって被害を受けてしまうのです。

【スライド４４】
でも、本当に分煙だけでいいのでしょうか。 
隅っこでおしっこをしていいプールはありません。誰も許さないでしょう。 
今、日本の分煙は隅っこでおしっこをしていいプールと同じで、単に場所を分けてあるだけです。 
単に場所をわけただけの分煙では、タバコ煙は必ず広がり、受動喫煙は避けられません。

【スライド４５】
さあ、タバコのことがわかってきたかな？
それでは、友だちなどから、たばこをさそわれてたら、君はどうする？

【スライド４６】
講師の方へ：（クリックをすると、「？」が入った画面が出ます）

【スライド４７】
きっと皆さんは断りたいと思うけどうまく断れるかな？
断り方も練習すると上手になります。
コツは「はっきりと！きっぱりと！」断る。 
その場から離れる、逃げることも一つの方法です。 
もう少し断り方について深めてみましょう。

【スライド４８】
友達に誘われたのを断るとき、しずかちゃんの断り方は、こんな感じでしょうか。
まず、「ごめんなさい、悪いんだけど」と、相手への思いやりを示して、
次に「今日はママとお買い物に行くの」と、きちんとした理由を言って、
「だから今日は遊べないわ」と断り、
でも最後に、例えば「また明日ね」と友情を確認する言葉を忘れません。
こんな風に断られると、断られた方もきちんと納得が行きやすいですよね。
気分を害することもありません。
そうです。友達や先輩にタバコを勧められたらどう断ったら良いのか、考えて頂こうと思います。

【スライド４９】
今日、学んだことをおうちの人に教えてあげてくださいね。

これで、終わります。
